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はじめに
N回計算している誤差伝搬を二度と計算しないためのまとめ．計算するたびに間違えるので重要なのは計算
をしないこと．

1 2変数関数
全ての変数は独立であるとする．

1.1 比 x
y

x+ δx，と y + δy の比 R = x
y の誤差 δRは，
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1.2 非対称度 x−y
x+y

x+ δx，と y + δy の非対称度 A = x−y
x+y の誤差 δAは，
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